物理探査学会　会員各位

日本地球惑星科学連合への加盟についてのお知らせ

物理探査学会・会長　牛島　恵輔

　2005年5月25日に地球関連科学系25学会が集合し，「日本地球惑星科学連合（英名：Japan Geoscience Union或はJPGU）」（以下連合と記載）が発足しました。1919年に結成された米国地球物理学連合（AGU或はAmerican Geophysical Union；1972年にNPO法人化；会員数約41,000人），2002年に結成された欧州地球科学連合（EGU或はEuropean Geosciences Union；加盟国数22カ国）と並ぶ，我が国の地球関連科学者・技術者の連合組織が形成されたこととなります。連合の中には，地下構造研究などの物理探査技術と密接な関係を持つ学会が多数含まれております。物理探査学会理事会では，学会として，この地球関連科学コミュニティを代表する連合に加盟するべきか否か，そして連合加盟が学会員の利益になるかどうかについて，この連合発足直後より議論して参りました。その結果，平成17年10月4日に開催された理事会において，全会一致で加盟を是とする結論を得ました。その後，平成17年10月18日に開催されました連合の最高意思決定会議である評議員会で物理探査学会の加盟が承認されました。平成17年10月18日現在，連合に属する学会は全32学会，その構成員数は物理探査学会員を含め約40,000名ということになります。

　平成17年10月1日より，日本学術会議では，会員及び連携会員の選考等に当っての人材情報の提供を含む常時協力すべき特定の学術研究団体の協力の継続に加え，より一層密な協力を学術研究団体の連合体と行う新体制に移行しました。これは，日本学術会議の掲げる「我が国に科学者コミュニティを形成する」という目的のため，学術研究団体の連合体を通じ，連合体に属する個々の学術研究団体間の情報交換等の活性化を意図しています。こうした背景の中，国内においては現在も複数の学会が連合体を形成する動きが加速されていますが，現在のところ総合的な地球科学・地球工学系では日本地球惑星科学連合が唯一の連合体となります。日本学術会議及び連合の目指す我が国の科学者コミュニティ形成に資することは，物理探査技術を発展させ普及させるという当学会の目的と合致することは明らかです。また，科学者コミュニティ形成と並行して，物理探査技術を必要とする地球科学系の学会と歩調を合わせることは，探査技術に対するニーズの発掘や技術の普及に必要不可欠です。更に我が国の各種施策への日本学術会議からの提言等に際し，学会として必要な助言を行うことも必要です。学術環境の変化に適応し，物理探査学会の発展及び学会員の将来の利益のため，この連合への加盟が必要であるという判断となりました。

　なお連合加盟に際しては，学会員の負担する年会費は存在しません。学会の負う義務は，委員会等への委員派遣が中心となります。先ず連合の最高決定会議である評議員会への学協会長の参加があります。更に，委員派遣の義務のある教育問題検討委員，国際委員，連絡担当委員，委員派遣を要望される5委員会委員候補の推薦が必要となります。そこで理事会で人選を行い，下記の方々を選任させて戴きました。この連合派遣委員の方々も，ご快諾戴きましたことも，併せてご報告します。 

・評議員会委員：牛島恵輔（学会長，九州大学大学院）

・連絡担当委員：三ケ田均（企画調査副委員長・京都大学大学院）

・国際委員：大久保泰邦（国際委員長，（独）産業技術総合研究所）

・教育問題検討委員：松島潤（広報委員・東京大学大学院），三ケ田均（企画調査副委員長・京都大学大学院）

・総務委員：松尾公一（総務副委員長・日鉄鉱コンサルタント株式会社）

・財務委員：仲田洋治（財務委員・(株)CRCソリューションズ）

・広報及びアウトリーチ推進委員会：渡辺俊樹（広報委員・名古屋大学大学院）

・企画委員会：斉藤剛士（企画調査副委員長・シュルンベルジェ株式会社）

・大会運営委員会：小田義也（学術講演委員・首都大学東京）

今後，物理探査学会が連合との協調だけでなく，連合という大きな組織の中でそのプレゼンスを示すことも重要です。会員の皆様には，今回の連合加盟に対するご理解と，物理探査学会の行う連合との協調に関する積極的なご支援・ご協力をお願い申し上げます。

以上
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連合連絡委員　三ケ田　均

会長よりご挨拶のあったように，物理探査学会は平成17年10月18日をもって，正式に「日本地球惑星科学連合」（以下連合と略称）の一員となりました。筆者は，平成17年10月4日物理探査学会理事会において，連合担当委員を命ぜられました。その後，連合との連絡及び連合の開催する平成18年度合同大会での学術講演セッションへの学会参加について，その任に当たって参りました。ここで，連合加盟に当たって，学会員の皆様へのお願いを申し上げたいと思います。

(1) 連合からの情報取得・平成18年度以降の連合大会参加のための個人登録のお願い

　連合は，1990年からスタートした地球惑星科学関連学会連絡会が母体となり2005年5月25日に発足しました。物理探査学会学術講演会に相当する定期大会は，地球惑星科学関連学会連絡会の開催していた春の地球惑星科学関連学会合同大会（来年度より連合大会）になります。連絡会当時の参加学会は，その多くが春期定期大会を合同大会で行う一方，各学会独自の秋期定期大会を秋に開催するという方法を採用してきました（この学術講演会開催方法は特に連合大会に合わせる義務はありません）。多数の学会の合同で運営されていることから，合同大会の参加は，所属学会やその所属学会が連合に加盟しているかどうかとは全く無関係に，個人の資格での参加が原則です。講演のセッションについても，基本的には学会とは無関係です。そのため，合同大会に参加を希望される方々は，連合のホームページで個別に個人登録を行う必要があります。一度登録を行えば，登録を抹消する迄有効となります。特に登録費用も発生しませんし，連合の出す情報が登録されたメールアドレスに送付されます（数週間〜数ヶ月に一回程度です）。連合の個人登録は：

http://www.jpgu.org/meeting/index.htm
で行えます。連合への会員の皆様の個人登録を是非お願いします。

(2) 物理探査学会の参加する平成18年度連合大会へのご講演申込みのお願い

　平成18年度連合大会は2006年5月14日（日）〜18日（木）の5日間，幕張メッセで開催されます。上記のとおり，連合大会では，基本的には学会とは無関係に講演セッションが組まれています。物理探査学会員も，個人登録を終えた後は，基本的にどのセッションにでも講演申込みが可能となります。連合大会における講演セッションには、毎年開催となるレギュラーセッション，テーマを絞ったスペシャルセッション（参加者数が安定して得られると判断された時点でレギュラーセッションとなる），連合全体に関わると判断される講演を組み合わせたユニオンセッション（全て招待講演となります）の三種類があります。平成18年度連合大会には，平成17年11月時点で，62レギュラーセッションが62，41スペシャルセッション，3ユニオンセッションが提案されています。初めての参加となる平成18年度以降の物理探査学会参加につき，連合の大会運営委員会プログラム委員会と相談し，以下のセッションを特別に組ませていただけることとなりました。また物理探査学会からの呼びかけに対し，日本地震学会および日本火山学会の共催受諾の回答も得られました。

· レギュラーセッション：「物理探査学およびその応用」（物理探査学会単独提案、代表（暫定）：三ケ田　均）

· スペシャルセッション：「地震波伝播：理論と応用」（物理探査学会・日本地震学会共同提案、代表：西澤　修）

· ユニオンセッション：「物理探査のフロンティア」（物理探査学会・日本地震学会・日本火山学会共同提案、代表（暫定）三ケ田　均）

ユニオンセッションは全て招待講演となりますので，特にご投稿戴く必要はありませんが，レギュラー及びスペシャルセッションへは，来る平成18年1月10日〜2月8日の間に，やはり連合のホームページにおいて，講演申込みを行う必要があります。物理探査学会学術講演会とは異なり，講演論文集はなく，準備する内容としては，タイトル（和英），著者（和英；共著を含め，上記の個人登録による連合の登録IDが必要です）および数100字の和文要旨・数100語の英文要旨となります。来年度の連合大会参加費は15,000円となることが予想されております。平成18年度春期学術講演会も開催され，皆様お忙しいことと思いますが，関連32学会員の集合する場でのご講演も，是非ご検討下さいますようお願いします。皆様の積極的なご投稿をお待ちしています。
以上

